
　
　
　
第
十
一
谷
　
　
紐
　
　
酔

っ
た
が
、
今
ま
本
身
の
刊
行
を
見
て
、
盒
々
其
の
償
値
深
き
も
の

あ
る
こ
ぐ
」
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
近
時
三
三
に
於
け
る
考
古
畢
的
調
査
は
三
々
其
の
完
備
を
來
し

而
か
も
其
の
四
物
の
示
現
す
る
量
－
こ
質
S
は
東
亜
文
化
の
重
要
な

る
地
黙
を
な
し
て
み
る
。
襲
に
濱
田
耕
作
博
士
等
に
よ
っ
て
金
冠

塚
逡
賓
の
調
査
報
告
は
其
の
南
鮮
に
於
け
る
驚
遷
す
べ
き
事
實
を

畢
渉
た
る
に
際
し
、
北
鮮
に
於
け
る
近
時
の
嚢
掘
は
支
那
漢
式
文

化
の
濃
密
な
る
所
産
を
示
現
し
、
就
中
、
咋
秋
、
東
京
帝
國
大
品

の
樂
西
郡
時
代
王
迷
惑
二
見
の
謡
物
中
、
漆
器
工
藝
は
其
の
極
致

を
示
す
も
の
あ
っ
て
、
他
方
、
同
地
方
一
見
の
銅
器
類
噸
こ
鍬
穗
し

て
妊
個
の
丈
化
的
所
産
を
提
示
し
、
今
や
樂
二
四
一
見
三
物
は
斯

界
の
三
三
す
る
も
の
ε
な
っ
て
み
る
。
此
期
に
際
し
、
本
冊
の
刊

行
ψ
ぞ
見
る
こ
曳
こ
は
最
も
深
一
刻
な
る
印
象
を
與
へ
る
も
の
ぐ
」
云
へ
る

本
班
は
一
四
六
四
触
惜
着
し
上
下
一
幽
膀
よ
・
り
な
り
、
継
母
㎜
明
な
る
團
悶
版
は

精
緻
な
る
實
骨
面
ε
相
待
っ
て
其
の
丙
容
に
光
輝
を
與
へ
て
る
る

爾
僻
…
包
括
す
る
造
物
癒
跡
は
大
同
江
衝
土
城
壁
，
封
泥
、
銅
銭
、

銅
載
鐵
、
壕
、
三
無
、
銅
創
、
鋼
菌
類
、
瓦
當
，
陶
壷
、
鏡
鑑
等

の
一
切
か
ら
第
嚇
乃
至
第
十
號
古
墳
難
戦
の
調
査
全
部
を
牧
容
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
五
四
　
（
六
五
入
）

ら
れ
て
る
る
。
（
朝
鮮
総
督
府
獲
行
）
〔
以
上
島
田
〕

　
　
　
㈱
切
憎
9
§
o
の
鎗
益
ρ
昌
。
ω
（
ぽ
目
ρ
Ω
β
断
言
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
ρ
三
弓
。
旨
9
著

．
本
書
は
在
佛
國
の
支
那
入
H
o
o
（
陸
）
氏
の
襲
藏
に
係
る
支
那
古

銅
器
類
の
織
録
に
し
て
、
ペ
リ
オ
博
士
が
其
の
解
説
並
に
銅
器
に

關
す
る
研
究
を
作
成
附
載
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
圃
版
合
計
四
十

葉
周
代
の
愈
敦
、
鏡
、
洗
、
鼎
，
唾
，
竈
、
爵
。
漢
代
の
温
壷
、

釦
器
類
、
麿
代
の
海
馬
葡
萄
鏡
。
花
紋
鏡
、
槻
影
像
あ
り
、
其
の

三
文
の
銘
文
も
漢
字
の
活
字
を
製
し
て
解
詮
中
に
之
を
印
刷
し
且

つ
其
の
意
を
翻
課
し
て
あ
る
。
解
説
の
文
は
英
佛
爾
文
を
以
て
し

た
れ
ば
東
洋
考
古
墨
東
洋
美
術
史
東
洋
文
化
史
研
究
者
に
は
参
考

に
値
す
る
。

⑳
営
（
写
ω
》
包
）
忽
．
ゆ
g
諭
創
。
Ω
誉
捲
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
磐
一
℃
o
駅
9
著

　
本
書
は
前
害
の
姉
妹
篇
ミ
し
て
同
じ
く
陸
氏
所
書
の
玉
器
類
の

圖
錐
に
し
て
前
巻
に
ペ
ワ
オ
博
士
の
玉
に
回
す
る
研
究
を
掲
げ
後

巻
に
雲
版
並
に
解
論
を
附
し
て
あ
る
。
本
文
三
十
五
頁
、
魍
版
理

晦



十
六
葉
の
大
冊
に
し
て
電
文
慨
世
あ
る
装
飾
器
具
片
よ
り
玉
刀
、
　
、

玉
境
、
玉
斧
、
玉
燧
、
蒲
肇
、
穀
蟄
，
圓
颯
、
魚
狐
、
颯
蝉
、
鳩

環
、
兎
颯
、
鶏
一
環
、
一
一
、
小
一
類
あ
り
殊
に
魚
颯
の
多
き
は

注
目
に
贋
す
る
所
で
、
後
世
の
魚
符
S
考
へ
合
は
す
べ
き
妊
史
料

で
あ
る
。
玉
に
關
す
る
研
究
書
は
あ
ま
り
多
く
出
て
居
ら
す
支
那

に
於
て
も
博
大
激
の
古
玉
周
考
な
，
ご
が
有
名
で
あ
る
位
で
あ
る
か

ら
、
ペ
リ
オ
博
士
の
論
文
が
將
來
の
玉
研
究
の
進
蓮
に
寄
與
す
る

功
績
は
蓋
し
鮮
少
な
ら
す
ざ
考
へ
ら
れ
る
．
〔
以
上
那
波
〕

第
十
一
巻
　
　
嚢

報

悲

報

轡
史
學
研
究
旧

例
食
旨
　
　
六
門
月
十
二
日
午
後
肖
時
、
鰍
塞
友
・
曾
舳
臨
橿
…
上
大
講
堂
に
開

削
。
左
記
の
講
演
あ
り
、
午
後
五
時
散
會
し
た
。

　
　
我
三
代
の
壷
私
有
鯉
轟
廿
牧
健
二
君

　
大
化
以
前
皇
室
領
た
る
屯
倉
、
胱
領
た
る
紳
地
を
除
く
皇
族
、
寺

院
、
臣
蓮
伸
造
國
造
村
首
の
所
有
地
が
田
荘
で
あ
る
。
田
荘
は
そ
の

所
有
者
の
棲
力
身
分
の
相
蓮
に
從
ひ
そ
の
歌
態
同
一
で
な
い
が
、

屯
倉
ε
共
通
の
性
質
を
有
し
、
氏
族
制
度
叉
は
國
造
制
度
に
基
い

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
部
曲
の
民
ミ
し
て
嚇
の
部
落
の
住

艮
が
豪
族
の
私
力
の
支
配
に
蹄
す
る
や
そ
の
土
地
は
や
が
て
田
蕪

ミ
化
し
、
叉
贈
與
を
う
け
し
土
地
を
田
荘
ε
す
る
こ
ぐ
」
も
あ
り
、

最
薯
し
い
の
は
無
虫
地
の
開
墾
に
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
田
蕪
は
漸

次
塘
加
し
た
。
京
畿
地
方
に
て
は
普
通
村
を
軍
位
－
こ
し
て
組
織
さ

れ
た
が
他
地
方
で
は
一
郡
に
亘
る
こ
ε
が
あ
っ
た
。
領
有
者
の
翻

よ
り
云
へ
ば
皇
族
の
有
し
た
も
の
は
其
撒
多
く
な
い
。
寺
領
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
五
　
（
山
ハ
五
九
）

㍉


